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(57)【要約】
【課題】ドット反転をＩＣの消費電力の増加を伴わずに
可能とする駆動方法において、画面が大きくなって画素
数が多くなった場合、あるいは、フレーム周波数が大き
くなった場合のデータ信号の書き込み時間の不足を対策
する。
【解決手段】画素を千鳥配置とすることによって、デー
タ信号の極性反転を列毎反転と同じ周波数によってドッ
ト反転と同じ効果を得る。画面が大きくなること等によ
るデータ信号の書き込み時間の不足は、データ信号を書
き込む前々段の走査線が選択されたときに予備書き込み
を行なうことによって対策する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列する走
査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、走査線が選択されることに
よって、前記画素に前記信号線から画素信号が供給される液晶表示装置において、特定信
号線の一方の側では前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特定信号
線の他方の側では前記特定信号線と他の色と対応するの画素が接続され、
　特定画素は特定走査線と接続し、前記特定画素は、前記特定走査線が選択されたときと
前記特定走査線よりも２走査前の走査線が選択されたときに画像信号が供給されることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は隣り合う信号線間では逆の極性であること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては同一極性で、フ
レームが変わると逆極性となることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列する走
査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、特定信号線の一方の側では
前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特定信号線の他方の側では前
記特定信号線と他の色と対応する画素が接続され、
　前記画素は画素電極とＴＦＴとを含み、前記ＴＦＴのゲートは前記走査線と接続し、ソ
ースは前記信号線と接続し、ドレインは前記画素電極と接続し、前記走査線にゲートパル
スが供給されているときに前記画素に前記信号線から画素信号が供給される液晶標示装置
において、
　特定画素のＴＦＴは特定走査線と接続し、前記特定画素には、前記特定走査線にゲート
パルスが供給されているときと、前記特定走査線よりも２走査前の走査線にゲートパルス
が供給されているときに画像信号が供給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時よりも早く供給されることを特徴とする
請求項４に記載の液晶表示装置。
液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ゲートパルスは複数の前記走査線に順番に特定周期をもって供給され、前記ゲート
パルスの幅は、前記特定周期と同じであることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装
置。
【請求項７】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は隣り合う信号線間では逆の極性であること
を特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極性で、
フレームが変わると逆極性となることを特徴とする請求項４に記載
【請求項９】
　縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列する走
査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、特定信号線の一方の側では
前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特定信号線の他方の側では前
記特定信号線と他の色と対応する画素が接続され、
　前記画素は画素電極とＴＦＴとを含み、前記ＴＦＴのゲートは前記走査線と接続し、ソ
ースは前記信号線と接続し、ドレインは前記画素電極と接続し、前記走査線にゲートパル
スが供給されているときに前記画素に前記信号線から画素信号が供給される液晶標示装置
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において、
　前記ゲートパルスは複数の前記走査線に順番に特定周期をもって供給され、前記ゲート
パルスの幅は、前記特定周期よりも短く、
　特定画素のＴＦＴは特定走査線と接続し、前記特定画素には、前記特定走査線にゲート
パルスが供給されているときと、前記特定走査線よりも２走査前の走査線にゲートパルス
が供給されているときに画像信号が供給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時と同時に供給されることを特徴とする請
求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記信号線から供給される画像信号に極性は隣り合う信号線間では逆の極性であること
を特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極性で、
フレームが変わると逆極性となることを特徴とする請求項９に記載
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に大画面と高リフレッシュ動作の表示に適した液晶
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦
方向に配列する走査線によって囲まれた多くの画素がマトリクス状に形成されている。走
査ドライバによって走査線が選択されると、データドライバから１行分の画像データが、
選択された走査線上の画素に一度に書き込まれることになる。ＴＶ用液晶表示装置等では
大画面化が進んでいるが、大画面になると走査線の数も多くなる。その一方、１フレーム
の期間は決められている。したがって、大画面になると画像データを画素に書き込む時間
が短くなり、画像の再現が十分でなくなるという現象を生ずる。
【０００３】
　画素への書き込み時間が十分にとれない場合の対策として、選択する走査線の直前の走
査において予備的な書き込みを行うことによって書き込み時間の不足を補う手段がある。
この技術を開示したものとして「特許文献１」があげられる。
【０００４】
　また、直前の走査線の走査における影響を受けないようにする書き込み方法として、予
備的な書き込みを本走査の５～４走査期間前に行う方法が「特許文献２」に記載されてい
る。
【０００５】
　「特許文献３」には高リフレッシュ動作（高周波でフレームを切り替える）の場合に、
画素に十分に充電が出来ずにフリッカーが発生することを対策するために、画素を充電す
る極性がプラスの場合とマイナスの場合に充電時間を変える技術、言い換えれば、水平走
査期間を変える技術が記載されている。
【０００６】
【特許文献１】特開平８－２４８３８５号公報
【特許文献２】特開２００４－３０１９８９号公報
【特許文献３】特開２００２－１０８２８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　液晶表示に用いられる液晶は直流電圧を印加すると電気分解をおこし、動作をしなくな
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る。したがって、液晶表示装置は交流で駆動される。交流の駆動方法は種々考案されてい
るが、大きく分けてフレーム毎に極性を反転させるフレーム反転、ライン毎に極性を反転
させるライン反転、ドット毎に極性を反転させるドット反転とがある。
【０００８】
　最も単純な極性反転はフレーム反転であるが、フレーム反転はフリッカーが出易い。ラ
イン反転にはマトリクスの列毎に反転する列毎反転と、マトリクスの行毎に反転する行毎
反転とがある。いずれの場合も反転するときのラインが目立ち易い。ドット反転は画面上
では極性反転の影響が最も出にくい。しかし、ドット反転は切り替え周波数が高くなるた
めに駆動ドライバの消費電力が大きくなり、かつドライバの発熱が問題になる。
【０００９】
　また、画面が大きくなると画素数も増えるためにドット反転の周波数も高くなり、発熱
も増す。したがって、大画面になって画素数が増えた場合は各画素に対して画像データを
書き込む時間が十分にとれないという問題の他に、ドット反転をすることによるドライバ
の消費電力および発熱が大きくなる。さらに液晶表示装置の動画特性を改善するために補
間フレームを生成する技術、あるいは黒フレームを挿入する技術が存在するが、これらの
技術を採用すれば、フレーム周波数がさらに高くなり、画素への画像データの書き込み時
間不足の問題、ドット反転を用いる場合のドライバの発熱の問題はさらに深刻化する。
【００１０】
　本発明は、大画面化し、あるいは、動画特性向上のために補間フレームを挿入した場合
、あるいは、黒フレームを挿入する場合の、ドット反転駆動におけるドライバの発熱、お
よび、画素への書き込み時間の不足を対策するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上記課題を解決するものであり、具体的な手段は次のとおりである。
【００１２】
　（１）縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列
する走査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、走査線が選択される
ことによって、前記画素に前記信号線から画素信号が供給される液晶表示装置において、
特定信号線の一方の側では前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特
定信号線の他方の側では前記特定信号線と他の色と対応するの画素が接続され、特定画素
は特定走査線と接続し、前記特定画素は、前記特定走査線が選択されたときと前記特定走
査線よりも２走査前の走査線が選択されたときに画像信号が供給されることを特徴とする
液晶表示装置。
【００１３】
　（２）前記信号線から供給される画像信号の極性は隣り合う信号線間では逆の極性であ
ることを特徴とする（１）に記載の液晶表示装置。
【００１４】
　（３）前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては同一極性
で、フレームが変わると逆極性となることを特徴とする（１）に記載の液晶表示装置。
【００１５】
　（４）縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列
する走査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、特定信号線の一方の
側では前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特定信号線の他方の側
では前記特定信号線と他の色と対応する画素が接続され、前記画素は画素電極とＴＦＴと
を含み、前記ＴＦＴのゲートは前記走査線と接続し、ソースは前記信号線と接続し、ドレ
インは前記画素電極と接続し、前記走査線にゲートパルスが供給されているときに前記画
素に前記信号線から画素信号が供給される液晶表示装置において、特定画素のＴＦＴは特
定走査線と接続し、前記特定画素には、前記特定走査線にゲートパルスが供給されている
ときと、前記特定走査線よりも２走査前の走査線にゲートパルスが供給されているときに
画像信号が供給されることを特徴とする液晶表示装置。
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【００１６】
　（５）前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時よりも早く供給されることを特徴
とする（４）に記載の液晶表示装置。
液晶表示装置。
【００１７】
　（６）前記ゲートパルスは複数の前記走査線に順番に特定周期をもって供給され、前記
ゲートパルスの幅は、前記特定周期と同じであることを特徴とする（４）に記載の液晶表
示装置。
【００１８】
　（７）前記信号線から供給される画像信号の極性は隣り合う信号線間では逆の極性であ
ることを特徴とする（４）に記載の液晶表示装置。
【００１９】
　（８）前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極
性で、フレームが変わると逆極性となることを特徴とする（４）に記載
（９）縦方向に延在して、横方向に配列する信号線と、横方向に延在して縦方向に配列す
る走査線によって囲まれた画素がマトリクス状に形成されており、特定信号線の一方の側
では前記特定信号線と特定の色と対応する画素が接続され、前記特定信号線の他方の側で
は前記特定信号線と他の色と対応する画素が接続され、前記画素は画素電極とＴＦＴとを
含み、前記ＴＦＴのゲートは前記走査線と接続し、ソースは前記信号線と接続し、ドレイ
ンは前記画素電極と接続し、前記走査線にゲートパルスが供給されているときに前記画素
に前記信号線から画素信号が供給される液晶表示装置において、前記ゲートパルスは複数
の前記走査線に順番に特定周期をもって供給され、前記ゲートパルスの幅は、前記特定周
期よりも短く、特定画素のＴＦＴは特定走査線と接続し、前記特定画素には、前記特定走
査線にゲートパルスが供給されているときと、前記特定走査線よりも２走査前の走査線に
ゲートパルスが供給されているときに画像信号が供給されることを特徴とする液晶表示装
置。
（１０）前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時と同時に供給されることを特徴と
する（９）に記載の液晶表示装置。
（１１）前記信号線から供給される画像信号に極性は隣り合う信号線間では逆の極性であ
ることを特徴とする（９）に記載の液晶表示装置。
（１２）前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極
性で、フレームが変わると逆極性となることを特徴とする（９）に記載の液晶表示装置。
【発明の効果】
【００２０】
　手段（１）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合でも、ゲートダブルパル
スの効果を得ることが出来、大画面等で画像信号の書き込み時間が十分確保出来なくとも
未書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２１】
　手段（２）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をすること
によって画面のフリッカーを防止できるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって未
書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２２】
　手段（３）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をすること
でドット反転の効果を得ることができるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって未
書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２３】
　手段（４）によれば、ＴＦＴと画素電極とを有する画素の配置をいわゆる千鳥配置とし
た場合でも、ゲートダブルパルスの効果を得ることが出来、大画面等で画像信号の書き込
み時間が十分確保出来なくとも未書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２４】
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　手段（５）によれば、ゲートパルスを画像信号の書き込みのタイミングよりも早くする
ことによって、ゲートパルスを閉じる時を画像信号の供給が終了するときよりも早くする
ことが出来る。これによって、画像信号の誤書き込みを防止することが出来る。
【００２５】
　手段（６）によれば、ゲートパルスの周期はゲートパルスの幅と同じなので、従来から
の通常のゲート駆動回路用ＩＣを使用することが出来る。
【００２６】
　手段（７）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をすること
によって画面のフリッカーを防止できるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって未
書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２７】
　手段（８）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をすること
でドット反転の効果を得ることができるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって未
書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００２８】
　手段（９）によれば、ＴＦＴと画素電極とを有する画素の配置をいわゆる千鳥配置とし
た場合でも、ゲートダブルパルスの効果を得ることが出来、大画面等で画像信号の書き込
み時間が十分確保出来なくとも未書き込み電圧を小さくすることが出来る。そしてゲート
パルスの幅をゲートパルスの周期よりも小さくしたので、ゲートパルス立ち上がりから画
像信号書き込みまでの期間に画素電圧が低下するのを防止することが出来る。
【００２９】
　手段（１０）によれば、ゲートパルスの立ち上がりと画像信号書き込みのタイミングを
同じとすることによって、ゲートパルス立ち上がりから画像信号書き込みまでの期間に画
素電圧が低下するのを防止することが出来る。
【００３０】
　手段（１１）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をするこ
とによって画面のフリッカーを防止できるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって
未書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００３１】
　手段（１２）によれば、画素配置をいわゆる千鳥配置とした場合に、列毎反転をするこ
とでドット反転の効果を得ることができるとともに、ゲートダブルパルスの効果によって
未書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　実施例にしたがって、本発明の詳細な内容を開示する。
【実施例１】
【００３３】
　図１に示す表は極性反転の種々の駆動法である。図１における符号のついた四角は画素
を示す。画面は多くの画素から構成されているが、単純化するために９個の画素のみ記載
している。図１のＡはフレーム反転の駆動方法である。図１のフレーム反転での第１フレ
ームでは各画素は全てプラスとなっている。これは画素電極に書き込まれる信号電圧は対
向電極に対してすべてプラスになっていることを示す。Ａの第２フレームにおいては、各
画素は全てマイナスになっている。これは画素電極に書き込まれた信号電圧は対向電極に
対して全てマイナスになっていることを示す。Ａの第３フレームではＡの第１フレームと
同じ関係になっている。このフレーム反転は信号の極性反転の周波数は小さくて済むが、
フレームごとにフリッカーが発生する恐れがある。
【００３４】
　図１のＢは列毎反転の駆動方法である。この駆動方法は同一の列においてはコモン電極
に対して同じ極性の信号を書き込む。すなわち、図１のＢにおいては、第１列にはプラス
の画像信号が書き込まれ、第２列ではマイナスの画像信号が書き込まれ、第３列ではプラ
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スの画像信号が書き込まれるというように、プラスとマイナスが列毎に交互に書き込まれ
る。そして第２フレームでは列毎の極性が反転して、第１列の画像デ－タはマイナスの極
性、第２列の画像データはプラス、第３列の画像データはマイナスである。この場合は１
フレーム期間は各列の画像信号の極性は変わらないのでドライバの発熱はフレーム反転と
同じである。列毎反転の場合はフレーム反転に対してフリッカーは改善されるが、画像信
号が反転するときに縦線が見える場合があるという問題点を有する。
【００３５】
　図１のＣはドット反転の駆動方法である。ドット反転の場合は特定画素の上下、左右の
画素は特定画素とは反対の極性の画像信号が書き込まれている。そしてフレームが切り替
わると各画素の極性は反転する。ドット反転の場合は、フリッカーの問題、縦線の問題等
は無く、画像としては優れている。しかし、ドット反転では、各走査毎に画像データの極
性を変えることになるので、ドライバの消費電力が大きくなり、ドライバの発熱の問題が
生ずる。ドライバの発熱をＴとするとＴはつぎのように表すことができる。
【００３６】
　Ｔ＝Ｋ・ｆ・ｖ２・ｃ・ｎ　………（１）
　（１）式において、Ｋは定数、ｆは極性を切り替える周波数、ｖは信号電圧、ｃは信号
線の容量、ｎはドライバのピン数である。すなわち、ドライバの発熱は画像信号の極性の
切り替え周波数に比例する。図１における列毎反転の場合は１フレーム期間中は各列毎の
画像データは同じ極性を保持しているので、ｆはフレーム周波数である６０である。図１
におけるドット反転の場合は、走査線ごとに画像データが切り替わるのでｆはフレーム周
波数×走査線数となる。例えば、ＷＸＧＡ表示の場合は走査線が７６８本あるので、ドッ
ト反転の場合のドライバの発熱量は列毎反転の場合の７６８倍になる。
【００３７】
　本発明は各画素への画像信号の供給方法を従来とは変えて、いわゆる千鳥配置とするこ
とによって列毎反転の周波数において、ドット反転と同様な効果を得る構成をとる。図２
から図６において、従来例の画素配置（以後整列配置という）と千鳥配置の比較を説明す
る。
【００３８】
　図２は整列配置の例である。画面は多数の画素から構成されるが、図２においては９個
の画素のみ記載している。図２において、各画素はＩＴＯから成る画素電極３０と画素電
極３０への信号を制御するＴＦＴとから構成されている。ＴＦＴのゲートは走査線２０に
、ＴＦＴのソース電極は信号線１０に接続し、ＴＦＴのドレイン線は画素電極３０に接続
している。走査線Ｙ１がＯＮになると第１行に存在する画素に対して信号線１０から画像
信号が供給される。図２においては、同一列の画素に対しては同一の信号線１０から画像
信号が供給される。図２おけるＲ、Ｇ、Ｂは赤を表示する画素、緑を表示する画素、青を
表示する画素を意味する。
【００３９】
　図３は整列配置において列毎反転をする例である。図３の画像信号線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３
等の上に記載するプラス、マイナスの符号は、各信号線に供給する画像データの極性を表
す。この場合は１フレームにおいては各信号線の画像データの極性は固定されている。
【００４０】
　図４は整列配置においてドット反転をする例である。図４の画像信号線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ
３等の上に記載するプラス、マイナスの符号は、図３の場合と異なり複数記載されている
。これは走査線２０の順番に画像データの極性が切り替わることを意味している。すなわ
ち、第１走査線Ｙ１のときのデータ線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３の極性は順に＋、－、＋である。
第２走査線Ｙ２になるとデータ線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３の極性は順に－、＋、－である。これ
はドライバ内でデータ極性を変えることによって行なわれる。したがって、図４における
ドライバは消費電力が図３の場合に対して大幅に上昇する。
【００４１】
　図５は千鳥配置の場合の画素配置である。図５においては、同一列上の画素は隣同士の
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信号線から交互に画像信号が供給される。すなわち、図５の第１列（Ｒ）の画素は第１走
査線Ｙ１上では信号線Ｘ１から画像信号が供給され、第２走査線Ｙ２上では信号線Ｘ２か
ら画像信号が供給され、第３走査線Ｙ３上では、信号線Ｘ１から画像信号が供給される。
一方第２列目（Ｇ）の画素は第１走査線Ｙ１上では信号線Ｘ２から画像信号が供給され、
第２走査線Ｙ２上では信号線Ｘ１からデータが供給され、第３走査線Ｙ３上では、信号線
Ｘ２からデータが供給される。このように、縦方向に画素は交互に隣り合う信号線からデ
ータが供給される。
【００４２】
　図６は千鳥配置の場合の駆動方法である。図６において、信号線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３等の
上に記載されている符号＋、－は各信号線の信号の極性である。図６においては、各デー
タ線の信号の極性は１フレーム期間固定されている。しかし、図６における同一列上の信
号の極性は交互に切り替わっている。例えば、第１列の画素は走査線Ｙ１上では＋極性、
走査線Ｙ２上では－極性、走査線Ｙ３上では＋極性である。一方第２列目の画素は、走査
線Ｙ１上では－極性、走査線Ｙ２上では＋極性、走査線Ｙ３上では－極性である。そして
フレームが切り替わると上記の符号が逆になる。このように、走査線ごとに信号線の信号
の極性を変えなくともドット反転が実現している。すなわち、千鳥配置においては、信号
切り替えの周波数を列毎反転の周波数のままで、ドット反転を実現できる。以上のように
、千鳥配置による駆動は優れた特性を有しているが、特にダブルゲートパルスによる信号
書き込みの際は後に述べるように、整列配置とは異なった注意が必要である。
【００４３】
　大画面になると画素数が増加するために、各画素への書き込み時間が制限され、信号電
位が画素に十分に書き込まれず未書き込み電圧が生ずるという問題がある。動画特性を改
善するために、高リフレッシュ動作をしてフレーム周波数を上げると未書き込み電圧の問
題はさらに深刻化する。
【００４４】
　この未書き込み電圧の発生を防止する方法としてゲートダブルパルス方式がある。これ
は、ＴＦＴのゲートを開いて本来の画像信号を書き込むまえに、例えば、直前の走査線の
データを書き込んでおく方法である。ゲートダブルパルスの効果は直前の走査線上のデー
タがグレー表示の場合と単色表示の場合とで異なる場合がある。特に千鳥配置の場合に注
意が必要である。ここで、グレー表示とはＲ、Ｇ、Ｂ３色の画素に対して同程度の画像信
号が書き込まれる場合である。また、単色表示とは、Ｒ、Ｇ、Ｂのいずれか一色が表示さ
れる場合である。
【００４５】
　図７（ａ）は通常の整列配置の場合で通常のシングルパルスすなわち、画素にあるＴＦ
Ｔのゲートを該当する走査線のときにのみ開く場合において、グレー表示をする場合であ
る。図７（ａ）において、信号電位は一定で、直前の画素のデータも該当画素のデータも
同じ信号電位であると仮定している。走査線電位ＶｇがＯＮになるとＴＦＴのゲートが開
いて画像信号が画素に書き込まれ、画素電位Ｖｐが上昇する。ゲートがＯＮになっている
時間すなわち書き込み時間が十分に長ければ、画素電位Ｖｐは信号線電位Ｖｄと同等にな
るが、書き込み時間が十分でないため、未書き込み電圧Ｖｒ１が残る。その後走査線電位
Ｖｇが下がりゲートがＯＦＦすると画素電位ＶｐはＶシフト電圧Ｖｓｆだけ低下する。こ
れは浮遊容量を通してゲート電圧の低下が画素電位Ｖｐに影響するためである。一般には
このＶシフト電圧Ｖｓｆを見込んでセンタ電位Ｖｃを決定する。
【００４６】
　図７（ｂ）は図７（ａ）に示す未書き込み電圧Ｖｒ１を対策するために該当画素の前段
においても画像信号を書き込む場合である。図７（ｂ）における信号線の電位は図７（ａ
）と同様に該当画素の信号と同様である。図７（ｂ）において、該当画素のＴＦＴのゲー
トは２つの走査線の走査時間の間開いている。したがって、書き込み時間は十分に長いの
で画素電位Ｖｐの変化は図７（ｂ）に示すようになり、未書き込み電圧Ｖｒ１は非常に小
さくなる。その後、走査線電位Ｖｇを下げてゲートをＯＦＦするとＶシフト電圧Ｖｓｆに
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よって画素電位Ｖｐが低下することは図７（ａ）と同じである。すなわち、整列配置でグ
レー表示の通常のゲートダブルパルスの効果が十分に出る場合である。
【００４７】
　図８（ａ）は整列配置において、単色表示の場合にシングルパルス書き込みを行なった
場合の動作である。整列配置の場合は、直前の走査線上の画素にも同じ色の信号が入力さ
れる。したがって、図８（ａ）の場合の動作は図７（ａ）の場合の動作と全く同様になる
。図８（ｂ）は整列配置において、ゲートダブルパルスとした場合の動作である。図８（
ｂ）の場合も図８（ａ）で説明したと同様にグレー表示の場合と同じ動作となる。すなわ
ち、整列配置であればクレー表示の場合も単色表示の場合もゲートダブルバルスとする効
果を上げることが出来る。
【００４８】
　図９（ａ）は千鳥配置の場合の通常のシングルパルスによって書き込む場合で、グレー
表示をする場合である。シングルパルスによる書き込みであれば、該当画素の直前の画素
の信号の影響は受けないので、画像信号の書き込み動作は整列配置の場合と同様である。
【００４９】
　ただし、千鳥配置の場合、ゲートダブルパルス駆動の場合は注意が必要である。千鳥表
示の場合は、該当画素の前段の画素に対する画像信号は該当画素と同じ信号線ではなく、
隣の信号線から画像信号が供給される。したがって、ゲートダブルパルス駆動をする場合
の状況は整列表示の場合と異なる。ただし、グレー表示の場合は、各色同様な画像信号が
入力されるので、千鳥配置の場合でも該当画素の直前の画素は該当画素と同様な画像信号
が入力されると考えてよい。したがって、画像信号の書き込みは、整列配列の場合の図７
（ｂ）と同様になる。すなわち、グレー表示の場合は、千鳥配置の場合も整列配置の場合
と同様にゲートダブルパルスの効果を得ることが出来る。図９（ｂ）はこの様子を示すも
のである。
【００５０】
　図１０（ａ）は千鳥配置において通常のシングルパルスで単色表示をする場合である。
先に述べたように、千鳥配置の場合の該当画素の直前の画素は該当画素の信号線ではなく
、隣の画素の信号線から画像信号が供給される。すなわち、該当画素の直前に書き込まれ
る画像信号は該当画素と同じ色の画像信号ではなく、別な色の画像信号が書き込まれるこ
とになる。例えば、図５において、走査線Ｙ３上のＧ画素に注目した場合、このＧ画素の
直前の画像信号はＲに対する画像信号である。
【００５１】
　図１０（ａ）において、信号線電位Ｖｄは該当画素の直前はゼロとなっている。単色表
示だからである。該当画素のさらに一つ前の信号線電位Ｖｄは該当画素と同様な信号線電
位Ｖｄとなっている。図１０（ａ）において、走査線電位Ｖｇがハイレベルになったあと
、信号線から画像信号が供給される。これによって画素に対して画像信号が書き込まれる
。走査線電位Ｖｇがハイレベルになる、すなわち、ＴＦＴのゲートが開くと信号線の電位
がゼロであっても画素電位Ｖｐは上昇する。これは、前フレームにおいて画素に書き込ま
れた電位は負の値であるために、信号線から画素に対してゼロ電位が書き込まれただけで
も画素電位Ｖｐが上昇するからである。その後、走査線電位ＶｇがローレベルになってＴ
ＦＴのゲートが閉じるまで画素電位Ｖｐは上昇するが、十分な電位にまでは上昇せずに未
書き込み電圧Ｖｒ１が生ずる。その後ＴＦＴのゲートがＯＦＦすると図７（ａ）で説明し
たＶシフトが起こってＶｓｔだけ画素電位Ｖｐが下がったところで画素電圧が保持される
。
【００５２】
　図１０（ｂ）は千鳥配置においてゲートダブルパルスで単色表示をする場合である。図
１０（ａ）で述べたように、同一信号線における該当画素の直前の画素の信号は同一の色
ではなく、他の色の信号である。そして図１０（ｂ）は単色表示であるから、同一画素の
直前の信号はゼロである。図１０（ｂ）において、該当画素の直前の画素が書き込まれて
いるときに該当画素のゲートが開く。このときの信号線電位Ｖｄはゼロである。しかし、
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画素には１フレーム前の信号が書き込まれており、この信号は負であるから、信号線電位
Ｖｄがゼロであっても画素電位Ｖｐは上昇する。
【００５３】
　その後、該当画素の信号が書き込まれると、信号線の電位に向かって再び画素電位Ｖｐ
が上昇する。しかし、書き込み時間が十分ではないため、未書き込み電圧Ｖｒ１が生ずる
。その後、走査線電位ＶｇがローレベルになってＴＦＴのゲートが閉じるとＶシフトが起
こってＶｓｔだけ低下したところで画素電位Ｖｐが保持される。図１０（ｂ）からわかる
ように、千鳥配置でゲートダブルパルス駆動の場合は他の場合に比較してゲートダブルパ
ルス駆動にした効果が小さい。
【００５４】
　以上の知見をもとに本発明は千鳥配置の場合には、ゲートダブルパルスの駆動方法はＴ
ＦＴにゲートをＯＮするタイミングを該当画素の自段と前々段とする。こうすることによ
って、グレー表示の場合も単色表示の場合も未書き込み電圧を小さくすることが出来る。
【００５５】
　図１１（ａ）は千鳥配置でシングルパルスによってグレー表示を行う場合である。この
場合の動作は図９（ａ）で説明したと同様である。図１１（ｂ）は自段と前々段のゲート
ダブルパルスとした場合である。図１１（ｂ）において、前々段の走査線によってＴＦＴ
のゲートをＯＮすると、画素電位Ｖｐは上昇する。一定の未書き込み電圧Ｖｒ１を残して
前々段の走査線電位Ｖｇがローレベルになって、ＴＦＴのゲートがＯＦＦになる。その後
Ｖシフト電圧Ｖｓｆだけ画素電位Ｖｐが低下して保持される。自段の走査線電位Ｖｇがハ
イレベルになると再び該当画素のＴＦＴのゲートが開き信号電位の書き込みがなされ、画
素電位Ｖｐが上昇する。この場合は自段のゲートが開いたときに画素電位Ｖｐはすでに信
号線電位Ｖｄに近づいているので、未書き込み電位はわずかである。したがって、ゲート
ダブルパルスの効果は十分に発揮できる。
【００５６】
　図１２（ａ）は千鳥配置でシングルパルスによって単色表示を行う場合である。この場
合の動作は図１０（ａ）で説明したとおりであるので、説明は省略する。図１２（ｂ）は
千鳥配置で、自段と前々段の走査線電位ＶｇによってＴＦＴのゲートを開き、単色表示を
する場合である。図１２（ｂ）において、前々段の走査線電位Ｖｇがハイレベルになると
該当画素のＴＦＴのゲートが開く。そうすると画素電位Ｖｐが上昇する。この場合の画素
電位Ｖｐの上昇は図１０（ａ）で説明したと同様である。この場合はかなりの未書き込み
電圧Ｖｒ１が残る。その後ゲートが閉じるとＶシフト電圧Ｖｓｆだけ画素電位Ｖｐが低下
してその状態で保持される。
【００５７】
　自段の走査線がハイレベルになると該当画素のＴＦＴのゲートが開き、再び画素電位Ｖ
ｐが信号線電位Ｖｄに向かって上昇する。この場合は自段の走査線電位Ｖｇがハイレベル
になることによって書き込みが始まるときは画素電位Ｖｐはすでに前々段の書き込みによ
って上昇している。したがって、自段の走査線によってＴＦＴのゲートが開いている時間
が十分でなくとも、未書き込み電圧Ｖｒ１は非常に小さくすることが出来る。したがって
、本発明によれば、千鳥配置の場合においてもゲートダブルパルスの効果を十分に発揮す
ることが出来る。
【実施例２】
【００５８】
　実施例１の図１２（ｂ）において、自段の走査線電位ＶｇによってＴＦＴのゲートが開
き、その後、信号電位が書き込まれるまでのｔ１の間、画素電位Ｖｐが若干低下する。こ
れはｔ１の間、画素電位Ｖｐはゼロ電位に向かって変化するからである。この画素電位Ｖ
ｐの低下は未書き込み電圧増加の要因となる。
【００５９】
　図１３および図１４は図１２（ｂ）におけるｔ１を無くす駆動方法である。本実施例に
おいては、ゲートが閉じている時間よりもゲートが開いている時間を短くしている。グレ
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ー表示の場合は図１１（ｂ）に示すように、画素電位Ｖｐが低下するｔ１なる期間は無い
。したがって、グレー表示では実施例１の駆動でよいが、本実施例は、千鳥配置において
書き込み時間の影響をより顕著に受ける単色表示の場合を主として対策するものである。
【００６０】
　図１３は千鳥配置で本発明によるゲートダブルパルスを用いてグレー表示をする場合で
ある。実施例１の場合の該当するゲートパルスを図１３における点線で示し、本実施例を
実線で示す。本実施例でのゲートパルス幅は実施例の場合のゲートパルス幅よりも短くな
っている。ちなみに、実施例１におけるゲートパルスはＯＮの場合とＯＦＦの場合とは同
じ長さである。本実施例ではＯＮの時間がＯＦＦの時間よりも短くなっている。グレー表
示の場合はもともと未書き込み電圧が小さいため、ゲートパンルス幅を小さくしても実質
的な影響は無い。
【００６１】
　図１４は千鳥配置で本発明によるゲートダブルパルスを用いて単色表示をする場合であ
る。図１４において、前々段における走査線電位Ｖｇがハイレベルになると同時に信号書
き込みが始まる。画素電位Ｖｐがある値まで上昇したところで、前々段の走査線出がロー
レベルになってＴＦＴのゲートがＯＦＦする。このときは未書き込み電圧Ｖｒ１が存在し
ている。ＴＦＴのゲートがＯＦＦすると画素電位ＶｐはＶシフト電圧Ｖｓｆだけ下降し、
その状態で保持される。その後自段の走査線電位ＶｇがハイレベルになってＴＦＴのゲー
トが開くと画素電位Ｖｐは再び上昇する。この時点では、初期値はすでに前々段の書き込
みの影響で画素電位Ｖｐは上昇しているので、書き込み時間が短時間であっても画素電位
Ｖｐは十分に上昇し、未書き込み電圧Ｖｒ１は非常に小さなものになる。
【００６２】
　図１４において、点線で示すパルスが実施例１におけるゲートパルスであり、実線で示
すパルスが本実施例におけるゲートパルスである。ゲートパルスの立ち上がり部の点線と
実線の差が実施例１の図１２（ｂ）のｔ１に相当する。本実施例においてはｔ１が存在し
ないので、画素電位Ｖｐが低下することが無い。したがって、未書き込み電圧Ｖｒ１は実
施例１の場合よりもさらに小さくできる。本実施例においては、走査線電位Ｖｇがハイレ
ベルになる期間とローレベルになる期間とが異なるために、従来一般に使用されてきた走
査回路用ＩＣとは異なったものが必要である。新たなＩＣのコストはその生産個数による
。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】液晶表示装置の駆動方法の例である。
【図２】整列画素配置の例である。
【図３】整列画素配置での列毎反転の例である。
【図４】整列画素配置でのドット反転の例である。
【図５】千鳥画素配置の例である。
【図６】千鳥画素配置でのドット反転の例である。
【図７】整列画素配置でのグレー表示の駆動例である。
【図８】整列画素配置での単色表示の駆動例である。
【図９】千鳥画素配置でのグレー表示の駆動例である。
【図１０】千鳥画素配置での単色表示の駆動例である。
【図１１】本発明による千鳥画素配置でのグレー表示の駆動例である。
【図１２】本発明による千鳥画素配置での単色表示の駆動例である。
【図１３】本発明による千鳥画素配置でのグレー表示の他の駆動例である。
【図１４】本発明による千鳥画素配置での単色表示の他の駆動例である。
【符号の説明】
【００６４】
　１０…信号線、　２０…走査線、　３０…画素電極、　Ｖｄ…信号線電位、　Ｖｇ…走
査線電位、　Ｖｐ…画素電位、　Ｖｃ…センタ電位、　Ｖｒ…未書き込み電圧、　Ｖｓｆ
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【図１】 【図２】
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【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年1月12日(2007.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時よりも早く供給されることを特徴とする
請求項４に記載の液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極性で、
フレームが変わると逆極性となることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
　前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極性で、
フレームが変わると逆極性となることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（５）前記ゲートパルスは画像信号の書き込み開始時よりも早く供給されることを特徴
とする（４）に記載の液晶表示装置。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　（８）前記信号線から供給される画像信号の極性は１フレーム期間においては、同一極
性で、フレームが変わると逆極性となることを特徴とする（４）に記載の液晶表示装置。
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